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御船町立御船中学校（R４） 
Ⅰ 研究主題について  

 １ 研究主題 

「ふるさとに誇りを持ち、夢の実現に向けて主体的に学ぼうとする生徒の育成

～学力向上・基本的生活習慣の育成・総合的な学習の時間の充実の取組～」 

 ２ 研究主題設定の理由 

 （１）学校教育目標の具現化を図るために 

    本校の教育目標は「ふるさとに誇りをもち、夢の実現に向けて共に努力する生徒の育

成」である。学校教育目標の具現化のために「学力の向上」は大きな重点事項であり、

学校総体で取り組んでいかなければならない。昨年度の１１月の校内アンケートでは次

のような生徒の実態が見られた（資料１）。 

 

【項目】「平日は、家庭学習をどのくらいしていますか。」 

家庭学習時間 現中学２年 現中学３年 

◯２時間以上 １１．６％ １６．１％ 

◯１～２時間 ３１．９％ ３９．４％ 

◯３０分～１時間 ５０．０％ ３３．６％ 

◯３０分より少ない ５．１％ ８.０％ 

◯家庭学習をしていない １．４％ ２.９％ 

［資料１ 令和３年度１１月校内アンケートより］ 

以上のことより、本校の生徒は授業で学習した内容の定着を図るための家庭学習の時

間において、１時間未満の生徒が中学３年生には４４．５％、中学２年生には５６．５％

いることが分かっている。 

このような状態では学習に対して、「わかる」、「できる」、「興味が高まる」とい

う学習の喜びも味わえず、ひいては学習意欲の低下を招いていることは十分に分かる。 

以上の事柄をふまえ、意欲的に学習に取り組むためにも、また学校教育目標具現化の

ためにも、ＳＭＡＲＴな授業実践に取り組みながら、新たな取組が必要であると考える。 
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（２）社会の要請から 

熊本県では昨年度から「熊本の学び」の取組が始まり、熊本県教育委員会もそれぞれ

の学校及び地域の実態に応じた「熊本の学び」の推進を求めている。本校では、４年前

から熊本の学びの研究指定校として研究に取り組んでいる。本研究は昨年度までの研究

をさらに深め、生徒の主体的に学ぼうとする意欲を向上させることで、熊本県の要請に

寄与するものである。そこで研究主題を「ふるさとに誇りを持ち、夢の実現に向けて主

体的に学ぼうとする生徒の育成～学力向上・基本的生活習慣の育成・総合的な学習の時

間の充実の取組～」とする。 

（３）研究主題の捉え方 

本研究で述べる「学力」とは、学校教育法第３０条２「生涯にわたり学習する基盤が

培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を

解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に取り

組む態度を養うことに、特に意を用いなければならない。」の規定に沿うものである。 

また、中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習

指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」においては、①知識・技能の習得、

②思考力・判断力・表現力等の育成、③学びに向かう力・人間性等の３つを学力の要素

としており、本研究では、学びに向かう力、学習意欲を向上させるものである。本研究

は、全校生徒に対して行うアンケートや聞き取りをもって研究の成果とする。 

 

Ⅱ 研究の方法  

 １ 研究の仮説 

（１）仮説１（学力向上） 

    ＳＭＡＲＴな授業実践「分かりやすい指示や発問（シンプル＝Ｓ）」、「生徒と共有した

『めあて』の設定（目的・目標＝Ｍ）」、「自力解決と協働解決の場の設定（アクティブ＝

Ａ）」、「定着を図る時間の確保（練習＝Ｒ）」、「問い方を工夫したまとめ・振り返り（た

しかめ＝Ｔ）」や基礎・基本的な学習事項の定着、読書活動の推進やＮＩＥの充実を行え

ば、生徒の学力が向上し、主体的に学ぼうとするだろう。 

（２）仮説２（基本的生活習慣の育成） 

教育活動において、基本的な生活習慣の確立や自己肯定感を高める取組を行えば、何

事にも達成感が得られるようになり、子どもたちが物事に粘り強く取り組み、ひいては

学習への意欲も向上するであろう。 
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（３）仮説３（総合的な学習の時間の充実） 

教育活動において、ふるさとについて知る機会を設け、先人の生き方に触れ、それら

を表現する取組を行えば、夢や目標を持つようになり、子どもたちが夢の実現に向けて、

主体的に学ぼうとするだろう。 

２ 研究の視点 

（１） 仮説１について（学力向上） 

ア ＳＭＡＲＴな授業実践 

イ 基礎・基本的な学習事項の定着：学力向上タイム（反復学習とテスト） 

ウ 読書活動の推進：朝読書の読み聞かせ 

エ ＮＩＥの充実：学級新聞コンクール 

（２） 仮説２について（基本的生活習慣等） 

ア 基本的な生活習慣の確立：早寝早起き朝ご飯推進事業、生徒会と連携したＳＮＳの

注意喚起 

イ 自己肯定感を高める取組：ゆうあいタイム（ＳＳＴ） 

（３）仮説３について（総合的な学習の時間） 

ア ふるさとや先人の生き方を知る：地域の方への聞き取り活動、夢輝き教育講演会 

イ 学んだことを表現する取組：学習成果発表会での劇、壁新聞 

 

３ 研究の構想 

   それぞれの仮説に基づき、教職員を     

学力向上部会、基本的習慣部会、総合的な 

学習の時間部会に振り分け、研究に取り組 

んだ（資料２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

ふるさとに誇りを持ち、夢の実現に向けて共に努力する生徒の育成 

めざす生徒の姿 

 

 

 

 

 

自ら学ぶ意欲を持

ち、思考力・表現

力豊かな生徒 

命を大切にし、豊

かで逞しい心をも

った健康的な生徒 

ふるさとに誇りを

持ち、周囲の人に

感謝する生徒 

【研究主題】 

ふるさとに誇りをもち、夢の実現に向けて主体的に学ぼうとする生徒の育成 

～学力向上・基本的生活習慣の育成・総合的な学習の時間の充実～ 

 
［仮説１］◯SMART な授業実践 ○家庭学習の工夫  

○基礎・基本的な学習事項の定着 ○読書活動の推進 ○NIE の充実 

［仮説２］ 

◯基本的な生活習慣の確立 ○自己肯定感を高める取組 

教育及び社会的ニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

基本的生活習慣 

［仮説３］ 

◯ふるさとや先人の生き方を知る機会 ◯学んだことを表現する取組 

自尊感情を持たせる取組 

学力向上 

総合的な学習の時間 

 

   ① 構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の実態 熊本の学び 
御船町わくわく 

学びプロジェクト 

資料２ 構想図 
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Ⅲ 研究の内容 

 １ 学力向上の取組について 

（１）ＳＭＡＲＴを意識した授業づくり 

    年度当初、ＳＭＡＲＴな授業実践 

「分かりやすい指示や発問（シンプル 

＝Ｓ）」、「生徒と共有した『めあて』の 

設定（目的・目標＝Ｍ）」、「自力解決と 

協働解決の場の設定（アクティブ＝ 

Ａ）」、「定着を図る時間の確保（練習＝ 

Ｒ）」、「問い方を工夫したまとめ・振り 

返り（たしかめ＝Ｔ）」を全職員で共通 

理解を図り、９月から１０月の期間を 

授業ウォッチング月間として、教員が 

授業を参観することで、互いの技術を 

学び合い、授業改善を図った。また、参観することで、他教科での生徒の学習の様子を 

観察することができ、生徒理解を深めることもできた（資料３）。 

 

（２）基礎・基本的な学習内容の定着 

基礎・基本的な学習内容の定着に向けては、各教科の毎時間の授業で様々な実践を行

っているが、その他に「学力向上タイム」と称した時間を設定し、基礎・基本的な学習

内容の定着を目指して以下のような取組を行った。 

なお、各教科の授業の一環として行うことで教育課程の中に位置づけた。 
 

ア 学力向上タイム（定期テスト対策） 

定期テストの前にテスト対策のための学力向 

上タイムを設定した。内容は定期テストに向け 

た自主学習や、ペアやグループで分からないと 

ころを教え合うこととした。必要に応じて教科 

担当の教師が巡回指導などを行うこともあっ 

た。基礎・基本的な学習内容の定着と同時に、 

目標を立て計画的に学習する力の育成をねらい 

とした（資料４）。 

資料４ テスト対策で教え合う様子 

資料１０ 授業ウォッチング参観メモ 

 
資料３ ＳＭＡＲＴな授業実践リーフレット 
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イ 学力向上タイム（学力調査対策） 

     全国学力・学習状況調査や県学力・学習状況調査など諸調査の前には学力調査対策

の学力向上タイムを設定した。定期テスト対策との違いとして各教科担当の教師が対

策授業を行うことや、過去問題を繰り返し解く時間を設定した。学力調査の過去問題

等を参考に、基礎・基本的な学習内容を徹底して確認する時間となった。 
 

ウ 学力向上タイム（学習オリンピック） 

     学習オリンピックでは国語（漢字）・ 

数学（基礎的な計算問題）・英語（英単 

語や基礎的な英文）の学力テストを行っ 

た。事前に範囲表を配付し数回の学力向 

上タイムや家庭学習をとおして練習を重 

ね、テストに備えるようにした。またテ 

ストはゴールド、シルバー、ブロンズの 

３つのコースから選択できるようにし、 

合格者には一人一人に認定証を配付した。家庭学習との連動や生徒が学習への達成感

を感じ、意欲を高めることをねらいとした（資料５）。 

      

（３）読書活動の推進  

    読書量を増やすことによる語彙力、読解力、表現力の向上をねらい、図書委員会の活

動と連携して取り組んだ。図書委員会が実施したアンケートでは、読書が苦手な生徒か

ら「読む時間がない」「どんな本を選んでいいかわからない。」という意見があり、昨

年度に引き続き、朝読書、図書委員による書店での選書活動、ブックトーク等に取り組

んだ。また、新しい企画として、Ｍｙ文庫読書記録カード、BOOKSパズルチャレンジ、職

員による読み聞かせに取り組んだ。 

① 絵本読み聞かせ隊（職員による絵本の読み聞かせ） 

朝読書の時間に職員の有志による月１回読み聞か 

せをスタートした。絵本の選定、テレビや BGM、小 

道具等の効果的な使用など読み手が工夫を凝らし、 

読んだ後は感想や思い出を語り合う豊かな時間にな 

っている（資料６）。 

 

資料５ 学習オリンピックの認定証 

資料６ 読み聞かせ隊の様子 
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② Ｍｙ文庫読書記録カード 

朝読書用に学級文庫を配置しているが、「読 

んでいる途中で他の人が手に取ってしまい、続 

けて読めない。」という意見があり、優先権を 

示すしおりとして、また、個人の読書記録とし 

て活用できるようカードを製作し配布した。特 

に読書好きな生徒に好評で、２枚目３枚目と記 

録している生徒が増えている（資料７）。 
 

③ BOOKSパズルチャレンジ（貸出クラスマッチ） 

多くの本に触れ、読書の幅を広げ、継続した読書へ 

の意識付けにつながる機会になることをねらいとし 

た。貸し出し数に応じてパズルのピースを渡し、学級、 

学年で貸し出し数を競いながらパズルの完成を目指す 

ことで、意識の向上を目指した。パズルの図柄は、興 

味をひくような人気の題材を図書委員で選び原画を描い 

た。期間中、初めて図書の貸し出しを利用したという生徒も多く、期間中（11/1～11/25） 

４２６冊の貸し出しがあった（資料８）。（４月～１０月は月平均１００冊） 

  

（４）ＮＩＥの充実  

   ① 本校取組のテーマ 

        本校は、「読解力と社会への関心を高める新聞を活用した取組」というテーマを設

定し、新聞を読むことを通して、“内容を理解する力”を高めると共に、“世の中で

起こっている様々な出来事に対する関心”を高めていきたいという思いを込めた。 

    

② 実践の実際 

        本校ＮＩＥの取組として、大きく２つのことに取り組んだ。 

    ア 新聞を読もう 

      新聞を少しでも身近に感じてもらい、新聞を読む習慣に繋げることができるよう

に、各階に新聞台を設置した。新聞台を設置した結果、休み時間や昼休み等に新聞

を読んでいる生徒の姿が見られ、生徒が新聞に接する機会を多く作ることができた。 

 

読み始め 読み終わり 書　　名 一　　　言

例 4/12 4/20 ナミヤ雑貨店の奇蹟
奇蹟でつながっている

心温まる物語

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

ｍｙ文庫　読書記録カード

年　　組　氏名　　　　　　

資料７ My文庫読書記録カード 

資料８ BOOKS パズルチャレンジ

の様子 
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    イ 学びや頑張りを発信しよう 

      学校生活の様々な行事や体験活動を経験を通して感じたことなどを意見文や感想

文にまとめ、熊日の若者コーナーに寄稿した。さらに、若者コーナーの記事をお昼

の放送で紹介することで、一人の学びや頑張りを全校生徒で共有した（資料９）。 

    ウ 新聞を作ろう 

      総合的な学習の時間で学んだことをもとに、壁新聞を各学級で作成した。読者の

興味をひき、分かりやすくまとめることを目指し、コンクール形式で取り組むこと

にした。前段階として、「新聞社見学」や「新聞の作り方講座」も行った。どの学

級も、新聞記事を充実させるために工夫しながらインタビューや調べ学習に取り組

む姿が見られ、情報が集まってからも、どのような言葉で伝えたら一番分かりやす

いのかをお互いに話し合いながら記事を作成し、見出しや写真、図やグラフも効果

的に使いながら制作し、表現力が高まっている様子があった（資料１０、１１）。 

 

 

 

 

 

 

 

③  取組の成果 

ＮＩＥの取組の成果として、２つのことが挙げられる。まず、生徒にとって新聞が 

身近な存在になったことである。新聞が目に付くところに置かれていたり、新聞を使 

った実践を多く行ったりしたことで、「新聞を読む」ということが生徒にとって身近 

なものになった。 

次に、社会への関心を高め、夢や目標を持つ生徒が増えたことである。毎学期行っ

ている全校アンケートの結果を見ると、「夢や目標の実現に向けて努力している」と

答えた生徒の割合が実践前と比較して大きく向上した（資料１２）。 

 

 

 

 

［資料９ 熊日若者コーナー］ ［資料１０ 新聞講座の様子］ 
［資料１１ 新聞作りの様子］ 

［資料１２ 全校アンケートの結果］ 
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２ 基本的生活習慣の確立のための取組について 

   学校教育目標を具現化するためには、生徒が自分自身や他者を大切にし、健康や安全に

努め、基本的生活習慣を確立し、自立した生活習慣が身に付くことが基盤になると考える。

そのため、基本的生活習慣の確立や他者との関わり大切にし、自尊感情を高めることが必

要であるため取り組むこととした。 

（１）早寝早起き朝ご飯推進事業 

    独立行政法人国立青少年教育振興機構の事業に

よる「早寝早起き朝ごはん推進事業」を受けるこ

ととなり、７月１４日に久留米大学の内村直尚先

生をお招きし、全生徒対象の講話を行った。内村

先生より睡眠の役割や、睡眠の行動・発達への影

響、生活リズムへの影響などについて科学的な根

拠から話をいただいた。睡眠が心身の健康や学力にも

影響することや、朝食の大切さなど毎日の生活リズム

が大切であることを確認した。さらに、現在の中学生の時期に基本的な生活習慣を大切

にすることは、将来の目標達成へ大きな可能性が高まることなど将来につながる話をし

ていただいた。生徒の感想からは、自分の生活習慣を見直し、目標を持つための良い機

会となったようだった（資料１３）。   

     また、本年度は、ＰＴＡの家庭委員会と一緒に夏休みに自分で朝食を作ってレシピを 

紹介する「わくわく朝食コンテスト」を行い、工夫されていた朝食メニューの表彰を行 

った。さらに、１０月には、基本的生活習慣への健康標語の募集を行った。これらのレ 

シピや健康標語は、御船中学 

校が作成した２０２３年度の 

カレンダーを作成し、生活習 

慣の啓発のために掲載した。 

カレンダーは、生活習慣改善 

の啓発になるよう、御船中学 

校の全生徒や御船町の小学 

校５、６年生、また、これま 

で様々な機会にお世話になっ 

た諸機関や地域の方々へ配布を行った（資料１４、１５）。 

【 資料１３ 講話の様子 】 

【資料１４ 朝食コンテスト】 

【資料１５ 作成したカレンダー】 
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（２）生徒会と連携したＳＮＳの注意喚起  

    ① 取組の概要 

家庭における情報機器使用方法や、ＳＮＳ等を利用した生徒同士のコミュニケーシ

ョンに課題を見出した生徒会執行部の役員の問題提起により、生徒会活動を通した取

組を進めた。まずは、全校生徒を対象にアンケート調査を実施し、実態の把握と課題

の分析を行った。 

そして、そこで確認した課題を基に、生徒会執行部の役員で課題の解決につながる 

行動を「み・ふ・ね」を頭文字にした標語にまとめ、「御船中学校 スマホメディア使 

用の新ルール」と称して生徒総会で全校生徒の承認と周知を行った。 

② 「御船中学校 スマホ・メディア使用の新ルール」の内容 

      み 見逃さない 傷つける言葉 絶対に 

        他人のことを書かない 相手の気持ちを考えた発信・返信をする 

      ふ フィルタリング かけて守ろう 自分の安全 

        個人情報や写真は絶対に載せない・送らない 

      ね 眠たいな スマホもきっと 思ってる 

        夜１０時～朝６時は使用しない 使用時間は 1時間以内 

③ 生活ノートや長期休業中の啓発プリントへの掲載 

生活ノートの「生活の決まり」の項目に掲載し、年度の初めに学校や家庭生活のル 

ールを確認する際に意識づけできるようにした。 

     また、長期休業中の家庭生活について啓発するプリントに 

も、必ず裏面に掲載し、継続して意識できるようにした。さ 

らに、「御船中学校 スマホメディア使用の新ルール」を掲 

載したクリアファイルを作成し、全校生徒に配布した。クリ 

アファイルを活用し、携帯させることで、意識の向上を図っ 

た（資料１６）。 

    

（３）ゆうあいタイム 

    ① 取組の概要 

生徒の、言葉で意思を伝える表現力と、互いのことを理解し合おうとする情操を育

成することを目的として、月に一度、美化活動の時間を振り替えて、２０分程度で実

施できるグループワークやエクササイズに取り組んだ。実施する活動は、月ごとに担

資料１６ 配布したクリアファイル 
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当者を分担し、提案、準備を行った。 

     ② 取組の実際 

      ア 「メンバー連想ゲーム」（資料１７） 

       ⅰ 目的 

        ・自分のことを相手に伝えることがで 

きる。 

        ・相手のことを知り、認め合うことが 

できる。 

       ⅱ 内容 

        手順１ ワークシートを利用して、自分の好きなものを紹介し合う。 

        手順２ 紹介された内容をグループで共有し、その人が好きなものから、そ 

の人につながるように連想ゲームを行う。 

 

      イ 「見方を変えてみよう～リフレーミング～」（資料１８） 

       ⅰ 目的 

        ・自分や人のことを肯定的にとらえることができる。 

        ・自分や人のよさを見つけて伝え合うことができる。 

       ⅱ 内容 

        手順１ ワークシートとリフレーミング辞典を利用して、例示してある短所 

をリフレーミングする練習を行う。 

手順２ リフレーミング後のワードの中から、自分やグループのメンバーに 

当てはまるものを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１７ ワークシート 

資料１８ リフレーミング辞典 
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    ウ 「虫さん教室の席替え」（資料１９、２０） 

     ⅰ 目的 

      ・自分の知っている情報を伝えたり、人が伝える情報をしっかり聞いて内容を把 

握したりできる。 

     ⅱ 内容 

      手順１ グループで、「情報カード」を配布する。 

      手順２ グループ内で、自分の「情報カード」に書かれている情報を発表する。 

      手順３ お互いに発表した情報を基に、「虫さん教室」の座席を解明していく。 

       

 

    

３ 総合的な学習の時間について 

   「御船中 For the future プラン」の実現に

むけて、総合部会では主に「夢を抱く（生き方と

の出会い）」、「夢を言葉にして一歩踏み出す（表

現力育成）」の取組を行った（資料２１）。 

（１）ふるさとや先人の生き方を知る機会 

① 御船町の過去・現在・未来を探究する 

御船町で活躍する人の生き方に学び、 

ふるさとに誇りを持つ生徒の育成をはか 

ることをねらいとした。学年ごとに、講 

話を聞いたり、一緒に体験活動を行うこ 

とで、自己の生き方・あり方を見つめ、 

互いの良さを生かし、積極的に社会に参 

画しようとする探究活動を行った。 

（１） 

（２） 

資料２１ 御船中 For the futureプラン 

 

資料１９ 情報カード 

資料２０ 座席表 
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② 幅広く活躍する人の生き方を知る機会 

令和２年度から行っている「夢輝き！教育講 

演会」は、外部の方をお招きして、夢を持つこ 

との大切さに関する講話をしていただくことで 

、自分自身の生き方について改めて振り返るこ 

とをねらいとした（資料２２）。 

今年度はゴールボール金メダリストの浦田理 

恵さん（資料２３）、１型糖尿病と向き合いな 

がらエアロビック競技で活躍した大村詠一さん 

、久留米大学学長で日本睡眠学会会長の内村直 

尚さん、三井不動産株式会社常任相談役の市川 

俊英さんに講話をいただき、講師の方々の生き 

方や職業観にふれることができた。 

（２）学んだことを表現する取組 

 ① ステージ発表 

５月に民話芸術による観劇会が行われた。 

本物の劇にふれることで、学習成果発表会 

での演技にいかすことをねらいとした。生 

徒の一人が劇団の方と一緒に演技をし、学 

習成果発表会では主役として活躍した（資 

料２４）。 

② 展示発表 

９月に全学年を対象に、熊日新聞社の協 

力を得て新聞講座が開かれた。新聞の歴史 

や構成などについて学び、見出しのつけ方 

を考える演習を行った。そこで学んだこと 

を活用し、壁新聞やパネル作成を行い、学 

習成果発表会で展示した（資料２５）。 

また、御船町カルチャーセンターにも１ 

週間展示し、地域の方にも学習の成果を発 

信した（資料２６）。 

資料２３ ゴールボールの浦田理恵さんの講話 

 

資料２２ 「夢輝き！教育講演会」のねらい 

 

資料２４ 観劇会とステージ発表のつながり 

 

資料２５ 新聞講座と展示発表のつながり 
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     ③ １・２年生合同ワークショップ 

      学習成果発表会の後、さらなる表現力 

向上を図るために１・２年生合同ワーク 

ショップを行った。声の大きさやスピー 

ドを意識し、３分間以内で工夫して伝え 

るように各学年で練習の機会を設けた。 

本番では堂々と発表したり、聞く側も積 

極的に質問したりする姿が見られた。ま 

た、異学年交流にもつながり、１・２年 

生で御船中学校を創り上げていこうとす 

る一体感が感じられた（資料２７）。 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

（１）仮説（１）に関する成果  

    仮説（１）は「ＳＭＡＲＴな授業実践や家庭学習での工夫、基礎・基本的な学習事項 

の定着、読書活動の推進やＮＩＥの充実を行えば、生徒の学力が向上し、主体的に学ぼ 

うとするだろう。」であった。これらの取組によって、生徒にどのような変容が見られた 

か、以下では二つの資料を用いて検証する。資料２８は、前掲の資料１に、今年度１１ 

月の調査結果を加えて作成したものである。 

    

 

    

    

    

    

    

    

    

 

 

資料２６ 地域の方々に学習の成果を発信する 

 

資料２７ １・２年生合同ワークショップ 

２７ 

 

【資料２８ 平日何時間勉強していますか】 
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ここからわかるように、現中学２年生、３年生ともに、１時間未満と答えた生徒が

減少し、１時間以上と回答している生徒が増加している。現中学３年生にとっては、

今年度の調査は受験直前期にあたるため、家庭学習時間が増えることは当然に予想で

きるが、現中学２年生も昨年度から数値が上昇していることを踏まえれば、少なくと

も家庭学習時間を延ばすことに関しては本実践の成果が一定程度現れたといえる。 

    また、生徒に「１時間の授業ごとに『できた』『わかった』『興味が高まった』と感じ

ることが、いつもできていると思う教科に○をしてください」というアンケートを行

った。その結果を示しているのが資料２９、３０である。

 

５月と１１月のアンケート結果を比較すると、多くの教科で１１月のアンケート数

値が５月のアンケート数値を上回っていることが分かる。特に、１年生の国語、社会、

理科、英語、美術、保体、技家、２年生の社会、保体では１０％以上の増加があるこ

とがわかる。３年生においても、３つの教科ではあるが、数値が上昇している。この

ことから、総合的に見て、学力向上につながる授業改善が進んでいることがうかがえ

る。 

【資料 30 1時間の授業ごとに「できた」「わかった」「興味が高まった」と感じることが、いつもできていると思う教科】 

（令和４年１１月実施） 

【資料 29  1時間の授業ごとに「できた」「わかった」「興味が高まった」と感じることが、いつもできていると思う教科】 

（令和４年 5月実施） 
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以上、本研究における取組により、生徒は以前より興味・関心をもって学習に取り

組むようになり、家庭学習時間も増加したことが明らかとなった。したがって、仮説

（１）に対しては、生徒が主体的に学ぼうとするようになったという成果があったこ

とが分かる。 

（２）仮説（２）に関する成果 

    ① 早寝早起き朝ご飯推進事業の成果 

     全校生徒を対象に行った、「朝食を食べていますか。」というアンケートについて、

各学年、９０％を超える生徒が「毎日食べる」「食べることが多い」と回答しており、

朝食を食べることの大切さを意識した生活ができているといえる（資料３１）。 

      

    

 

 

 

 

 

 

② 生徒会と連携したＳＮＳの注意喚起の成果 

     全校生徒を対象に行った、「御船中学校 スマホ・メディア使用の新ルール」の項目

に関するアンケートについて、「他人のことを書かない」「相手の気持ちを考えた発信・

返信をする」「個人情報や写真は絶対に載せない・送らない」の項目で、各学年、８０％

を超える生徒が「できている」と回答しており、また、各学年８６％を超える生徒が

「ルールを守ろうと努力している」と回答した。このことから、生徒は情報機器や情

報の取り扱いについて、ルールを守る意識が高まっているといえる（資料３２）。 

    

    

 

 

 

 

 

81.8 

85.6 
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10.6 

8.9 
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1.6 
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毎日食べている 食べることが多い
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資料３１ 「朝食を食べていますか。」アンケート 

 

資料３２ 「御船中学校 スマホ・メディア使用の新ルール」に関するアンケート 
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③ ゆうあいタイムの成果 

     生徒は、積極的にゆうあいタイムの活動に取り組むことができている。活動の様子

としては、自分のことを伝えたり、話したりするのが苦手な生徒も、ゆうあいタイム

の活動のルールに従ったり、ワークシートや資料などの支援を受けたりして、自分か

ら話すことができている。また、班単位で活動しているが、班員が話していることを

しっかり聞こうとする周囲の様子も見られ、温かい雰囲気で活動することができてい

る（資料３３）。 

 

         

（３）仮説（３）の内容に関する成果 

   「輝け！御船中」実践点検シートの質問項目「⑦夢や目標の実現のために努力してい

ますか」の分析結果より、肯定的な回答が昨年５月が全校平均 74.4％、今年４月 80.1％、

９月 83.1％と伸びた（資料３４）。 

 地域の方々や教育講演会で出会った人たちの生き方にふれることで、自分の生き方を

見つめ直し、夢や目標に向かって学習面でも努力しようとする原動力につながったと考

えられる（資料３５）。また、御船町全体に学習成果を発信することができ、未来を担う

地域人材の育成につながったと考えられる（資料３６）。 

 R3 ５月７日 R4 ４月２８日 R4 ９月２９日 今年度比 

１年生 ７９．３％ ８６．６％ ８６．９％ +０．３％ 

２年生 ７１．５％ ７４．８％ ７９．３％ +４．５％ 

３年生 ７２．３％ ７９．０％ ８３．２％ +４．２％ 

全校  ７４．４％  ８０．１％ ８３．１％ +３．０％ 

資料３４ 「輝け！御船中」アンケート結果

① 

 

資料３３ 「自分の意見を発表してよかったと思いますか。」アンケート 
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 ２ 課題と今後の志向 

（１）仮説（１）の内容に関する課題と今後の志向  

    生徒アンケートの「１時間の授業ごとに『できた』『わかった』『興味が高まった』と

感じることが、いつもできていると思う教科に○をしてください」の項目において、多

くの教科で増加傾向にあったが、過半数を超えない教科や減少傾向にある教科もあった。

学習内容や教科の特性にもよるが、今後はＳＭＡＲＴな授業実践や基礎基本の定着を行

うことは前提としつつ、生徒が具体的にどのような場面で「できた」「わかった」「興味

が高まった」と感じているのか、また、それを促したのは授業や教師のどのような要素

なのか、その内実を詳細に調査する研究を蓄積していく必要がある。 

    また、実践の結果、家庭学習時間が増加したことが明らかとなったが、その学習時間

の中で生徒が具体的にどのような学習内容に、どのような方法で取り組み、どんな成果

が出たのか、あるいは出なかったのか、その点を分析する研究にも取り組んでいく必要

がある。なぜならば、たとえ生徒が長時間学習に取り組むようになったとはいえ、学習

方法を間違えていたり、自らに適したものではない方法を選択したりしていた場合、生

徒が努力しても学習の成果が出ず、今後学習に対して無気力になってしまう場合もあり

得る（いわゆる「学習性無力感」）からである。 

資料３５ 地元紙に掲載された生徒の感想 

 資料３６ 町の広報誌に掲載された記事 
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さらに、本年度は学力向上のために、①ＳＭＡＲＴな授業実践、②基礎・基本的な学

習内容の定着、③読書活動の推進、④ＮＩＥの充実の４つの取組を行ってきたが、さら

に研究を突き詰めていきためには、そもそも「学力」をどう定義し、どう評価していく

のかという問題に行き当たる。本研究では、「学力」を、学校教育法第３０条２「生涯に

わたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、こ

れらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をは

ぐくみ、主体的に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなければならない。」を基に

定義づけたが、この定義は広範で多義的であるため、学力調査におけるスコアによって

評価すればよいのか、あるいは他の指標によって評価する必要があるのかが曖昧になり

がちである。だとするならば、「学力向上」をめざして行う様々な工夫された取組が、や

やもすれば総花的な取組に陥りがちな側面がある。この点を、次年度以降の校内研究に

おいては整理していきたい。 

（２）仮説（２）の内容に関する課題と今後の志向 

   ① 早寝早起き朝ご飯推進事業の今後の志向 

    各学年に、「朝食を食べないことが多い」「朝食を食べない」生徒が１０％以下だが

見られるため、全校生徒が朝食の大切さを理解し、毎日朝食をとる習慣が身につくよ

うに、全体指導とともに、個別の指導も充実させていきたい。 

    また、全校生徒を対象に行った、就寝時間についてのアンケートでは、学年が上が

るにつれて、就寝時間が午前０時を過ぎている生徒が増加する傾向にある。家庭学習

時間との兼ね合いもあるが、その他の時間の使い方などをスケジューリングさせ、必

要な活動時間を確保しながら睡眠時間を生み出す方法を指導していきたい（資料３７）。 
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② 生徒会と連携したＳＮＳの注意喚起の成果 

    全校生徒を対象に行った、「御船中学校 スマホ・メディア使用の新ルール」の項目

に関するアンケートについて、「夜１０時～朝６時は使用しない」「使用時間は１時間

以内」の項目で、各学年、「できている」と回答した生徒が６０％以下となっており、

生徒が、家庭で情報機器を使用する時間について自己管理をする力をつけられるよう

に、改めて取組を進める必要性がある（資料３８）。    

 

③ ゆうあいタイムの成果 

    ゆうあいタイムは生徒の表現力やコミュニケーション力を伸ばす上で有効な取組と

考えられるが、実施する時間を確保するために、現状では美化活動の時間を振り替え

ている。そのため、活動の頻度を増やすことは難しい。本年度は、ゆうあいタイムの

取組を９月から実施したが、来年度は、４月から実施することで、活動の回数を確保

したい。 

また、各月で担当者を割り振っているが、準備に時間がかかる活動もある。本年度

実施できた各活動のデータや教材をストックしておくことで、来年度、スムーズに取

組を進めていけるようにしたい。 

 

（３）仮説（３）の内容に関する課題と今後の志向 

    ① 地域との連携 

     「開かれた学校づくり」を目指すために、 

地域社会ともっと連携を深めていく必要が 

あると考えられる。コロナ禍の体験活動の 

あり方を模索していく必要があると考えら 

れる（資料３９）。 

   

 

 

資料３９ 町の花植えボランティア活動の様子 

 

資料３８ 「御船中学校 スマホ・メディア使用の新ルール」の項目に関するアンケート 
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② 学力向上とつなげる取組 

     「御船中 For the future プラン」 

で培った夢への原動力を学習意欲につな 

げる取組を考えていくと、より効果的で 

あると考えられる。各教科において、学 

習内容と実生活とのつながりを意識した 

授業改善をさらに推進していくことで、 

学力向上につながると考えられる（資料 

４０）。 

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

資料４０ 御船中 For the futureプラン 

 


